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L はじめに

　　　ア ミノ酸は 生命の化学進化に 不可欠な物質で あり，こ れまで そ の 安定性 ・重合反応性 につ い て 多

　くの研究が行われ てきた（e．g．，　Qian　et　a1．
，
1993）．これ らの 反応 は室温 で は非 常に遅く，

…
般に高温溶

　液 中にて 実験 が 行 われ て い る．こ の ため，高温溶 液 中 に お けるア ミノ酸 の 存在状態に つ い て の 解析

　は
， 反応機構 の 解明 に非 常に 重 要な情報を与える と考えられ る．本研究で は，加熱 ATR −IR セ ル

　（Ma5uda 　et　al．，2003）を用 い
， 最も単純なア ミノ酸で ある グリシ ン の ，高温 溶液中 に お ける赤外 ス ペ クトル

　 を潰1」定 し，そ の 分子 構 造 に つ い て の解析を試 み た ．

2．実験方法 ・結果

　　 0．5mol／L グリシ ン 溶液 （pH　
N
　6）を加 熱 セ ル 内 に入 れ，室 温 （27℃）か ら 149℃ まで の 赤外ス ペ クトル

　を測定 した．グリシ ン の 吸収 帯は ，こ れらの ス ペ クトル か ら同温度 の 純水 の ス ペ クトル を差し引くこ とで 算

　出した（Fig．　 D ．グリシ ン の 各吸収帯位 置は温度増加 に伴い それぞれ 特徴的な変化を示 した，これ らの

　変化 か ら，高温水溶液 中 に お い て は グリシ ン の 帯電 した 各官能 基（カ ル ボ キ シ ル 基 （
−COOT ），ア ミノ基

　 （−NH3
＋
））と周辺 の 水分子 との 間の 水素結合力が弱まっ て い るこ とが推測され た ．
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FiguTe　l．　Changes　in　the 　ArR −IR　spectra （180〔レ 1200 　cm
圃1
） Gf 　d孟ssolved 　g｝ycine　as 　 a 血 nction 　of 　temperature

（27− 1490C）．　Assignments 　for　the 　absorption 　bands　of 　glycine　are　also 　shown 　ln　this丘gure　based 　on 　Max 　et　aL ，1998

（abbreviations ； ad ，　 asymmetric 　de童〕rmatiQn ； as，　asymmetric 　 s亡retching ； r，　 rocldng ； s，　stretching ； sc，　 scissoring ； sd，
symme 亡ric　deformation；ss，　symme ぼic　deformation；tw，　twis［ing）．
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